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特定非営利活動法人イコールネット仙台

代表理事 宗片恵美子

2018.6.24

主 催：男女共同参画と災害・復興ネットワーク

JWNDRR公開勉強会

3.11から7年
どこまで進んだ

ジェンダー視点からの防災・復興政策

女性防災リーダーの養成と
行政等との連携課題



イコールネット仙台（2003年設立）

男女共同参画社会の実現に向け、「伝え」「広め」「提案する」活動
に

幅広く取り組むとともに、男女共同参画を核とした

ネットワークの形成をめざす。

特に、防災・災害復興は重要

「災害時における女性のニーズ調査（2008年）」を実施

対象：仙台市内1100人の女性

背景：阪神淡路大震災で明らかとなった女性たちの困難

「女性の視点からみる防災・災害府復興に関する提言」
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＊東日本大震災に伴う「震災と女性」に関する調査（2011）

・女性の被災時・復興時をめぐる課題解決 ・被災地の女性たちの記録

対象：宮城県内3000人の女性 回収率50.４％＜1500人の声＞

＊聞き取り集「40人の女性たちが語る東日本大震災」（2013）

ライフスタイルの異なる40人の女性たちの3.11からの時間

「男女共同参画の視点からみる防災・災害復興に関する提言

＊聞き取り集「40人の女性たちが語る東日本大震災」
その後 「今」、そして「これから」（2016）

20人の女性たちの５年間の変化・思い・痛み

３



NO１ 防災・減災と男女共同参画
＜なぜ、防災・減災に女性の視点が必要か＞

NO２ 地域防災計画を知ろう！

NO３ 震災で起きていること DVと児童虐待

NO４ 障害の特性と対応を知ろう！/震災後の心のケアに取り組む

NO５ 「災害時、こんな時の対応は・・」避難所づくりワーク
ショップ

「女性のための防災リーダー養成講座」

＜2013年～2015年＞

（3年間で100名の女性防災リーダーの養成を目指す）

地域防災の担い手となる女性の人材を養成

＜振り返り編＞

＜実践編＞

受講生は自分の地域で、防災の取組を実施→団体がサポート

＜地域に根ざす人材を育てる長期的プログラム＞
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女性防災ネット青葉 （２４名）

女性防災ネット宮城野 （１８名）

女性防災ネット太白 （２０名）

女性防災ネット泉 （１２名）

しおがま女性防災ネット、いわぬま女性防災リー

ダー

の会、大崎、石巻、東松島、福島、山形 等

女性防災ネット若林 （１２名）

「女性防災リーダーネットワーク」組織図
各防災ネット単位で集まりを持ち、情報交換会や地域性に合った企画検討等
を行う。仙台市地域防災リーダー（SBL）養成講座を受講し、認定を受けて
いるメンバーも多い。

知恵

人材 ノウハウ

アイディア

情報
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地域の児童館・学校・町内会・大学・市民センター等との連携ですす
める防災の取り組み

【女性防災リーダーの実践】

６



＜女性のための防災力UP講座in青葉＞

①９月１３日 ＊防災・減災に女性の力を活かそう！
＊宮城野区の防災 ここがポイント！

②９月２０日 地域の防災活動を知ろう！

紙芝居を通して、障害児・者への災害時支援を考えよ
う！

③１０月３日 「災害時、こんな時の対応は・・」避難所づくりワーク
ショップ

① ② ③

期 間 ２０１６年9月13日～10月4日 主 催 女性防災ネット青葉

７

【女性防災リーダーの実践】



【女性防災リーダーの実践】 主 催：女性防災ネット宮城
野

市民のための防災力UP講座＜宮城野区編＞2017.7

※なぜ、防災・減災に女性の視点が必要か ※宮城野区の防災 ここがポイント

８

※災害に備えて～サバ飯づくりワークショップ～



＝女性防災リーダーの「今」を伝える＝

９

シンポジウム「女性防災リーダーの実践と可能性
」

（2016.3.4）

シンポジウム「女性防災リーダーの活躍にみる

可能性と課題」 （2017.3.15）

（2018.3.11
）

報告「女性防災リーダー育成講座の実践
」 報告「女性と地域防災」に関する調

査



＜人材養成における課題＞

「養成」から「活用」へ

１．行政・地域が、人材活用のしくみをつくる

２．登録制とし、随時、自治会等に人材を推薦・紹介す

る

３．受講生の中から、主体的に活動母体が立ち上がり、

行政や

地域と連携し防災活動をすすめる

４．行政が支援し、受講生の中にネットワークを立ち上

げる

５．研修・情報交換等のフォローアップの必要性
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